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野の花と風薫る郷から…
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町
民
憲
章

六
月
二
十

二
日
に
行
わ
れ
た
第
十
七
回
は
な
し

の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
に
協
賛
し
て
観
光
協
会
が
行
っ
た
、

阿
蘇
の
野
の
花
ス
ケ
ツ
チ
大
会
に
県
内
外
か
ら
五

百
七
十
四
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
十
四
日
に
今
村
町
長
、
文
化
協
会
関
係
者

ら
に
よ
り

一
つ

一
つ
て
い
ね
い
に
審
査
さ
れ

一
般

の
部

（総
数
八
十
五
点
）
、
特
賞

二
点
、
入
賞

二

十
七
点
、
子
ど
も
の
部

（総
数
四
百
八
十
九
点
）
、

特
賞

二
点
と
、
審
査
委
員
特
別
賞

二
点
、
入
賞
三

十
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

応
募
全
作
品
を
ハ
月
末
ま
で
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
比鼻
憬
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子 どもの部

審査員特別賞 バンジー

ふくもと しょう (高森小 1年 )
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審査員特別賞 ホソバオグルマ

足立 真理子 (高森小4年 )
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水 トンネル七夕まつ りで

、訪れた方々は 「トン

中はまるで夢の世界」
されていました。
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―般の部

特選 ハナシノブ

正木 せい子 (鹿本郡・植木町)

子どもの部

特選 マタタビの花

岩下 祥子 (高森小5年 )

一般の部

特選 バイカイカリソウ

清永 優 (熊本市・坪丼)
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子 どもの部

特選 野ゆり

石坂  彩 (高森小5年 )

昨
年
十

二
月
に
着
工
し
た
国
体
テ
二

ス
競
技
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る

「高

森
町
民
体
育
館

（仮
称
）
」
の
建
設
工

事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

七
月
の
半
ば
に
は
ド
ー
ム
部
分
の
ト

ラ
ス
が
で
き
上
が
り
体
育
館
の
全
容
が

現
れ
ま
し
た
。
十
月
の
完
成
を
目
指
し

急
ピ
ツ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
・
ｒ

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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未
来
回
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「ラノヽクリコリ,票しさ』
7月 6日の日曜日、社会福祉法人高森寮で「ラ

ベンダーの集い」が開催されました。
これは入寮されている皆さんの社会参加を目

指した各種事業の一つである同寮のハーブ畑を
広く一般に開放して、入寮者の皆さんとの心の
ふれあいを目的としたものです。 会場内はラ
ベンダーだけでなく、ペパーミント、日―ズマ
リー、ゴールデンタイムなど20種類以上のさ
わやかな香りが訪れた人々の心を和ませていま
した。
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トンネル内;=大七ク飾りが73墨
見学者4ヮ000人

涼を求めて七夕飾りを見学

職
　
一員
　
募
　
集

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、

社
員
（運
転
係
）を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
領
及
び
資
格

▽
採
用
人
員
　
二
名
　
満
二
〇
歳

以
上
三
〇
歳
未
満
の
男
子

（南
阿
蘇
地
区
在
住
）

▽
採
用
予
定
日
　
平
成
十
年
四
月
一

日
▽
募
集
開
始
及
び
方
法

平
成
九
年
七
月
か
ら
履
歴
書
持

ま
た
は
郵
送
　
試
験
日
別
途
連
絡

▽
採
用
試
験
　
平
成
九
年
九
月

ア
、
筆
記
試
験
（作
文
・
一
般
常
識
）

イ
、
適
性
試
験

ウ
、
面
接

▽
医
師
に
よ
る
健
康
診
断

■
給
与
そ
の
他

＊
給
与
、
福
利
厚
生
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

Ｔｅ
２

・
１
２
１
９
ま
で

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

８
月
１０
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

ル
２２

Ｔｅｌ
②
　
３
３
５
１
　
　
一。ヮ

‐２２

８
月
１７
日

‐
渡
辺
内
科
医
院

　

詢
κ

ｌ
　
Ｔｅ
⑦
　
ｌ
７
７
７
　
　
利
い

８
月
２４
日

‐
後
藤
医
院

　

　

　

崩
桜
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ａ
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０
０
１
９
　
　
合
く

８
月
３１
日

‐
立
野
病
院
　
　
　
　
都
加

随
一〇
　
〇
１
１
１
　
　
な
確

９
月
７
日日
［らな
み
阿
蘇
ク
リ
難
一

二
ッ
ク
　
隆
（⑦
）

２
０
３
０
　
　
変
ス

９
月
１４
日
日

，藤‐
本
医
院
　
　
　
　
却

・ビ

ｂ
（に
）

０
０
２
０
　
　
に
サ

９
月
１５
日

‐
平
田
医
院

　

　

　

給
杉

Ｌ
②
　
０
２
１
６
　
　
痛
‥

町
で
は
七
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た

っ
て

「高
森
町
合

併
四
〇
周
年
記
念
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
七
夕
に
あ
わ
せ
高
森
ト
ン
ネ
ル
跡
地
の
有
効
利
用
の
た
め
、
ま

ち
の
皆
さ
ん
に
き
れ
い
で
冷
涼
な
高
森
の
水
資
源
や
自
然
の
大
切
さ
を
見

直
す
中
か
ら
誇
り
と
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
町
外
の
方
々
に
も

「白
川
源

流
地
た
か
も
り
」
の
豊
か
な
水
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
、
自
然
を
守
る
必
要
性
を

広
く
う
っ
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
内
部
に
は
５

ｍ
も
あ
る
大
き
な
七
夕
飾
り
が
七
十
三
墓
も

吊
り
下
げ
ら
れ
て
、
さ
も
夜
空
の
中
の

「天
の
川
」
に
か
か
っ
て
い
る
様

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は

一
つ
ひ
と
つ
念
入
り
に
眺
め
な

が
ら
、
日
頃
見
慣
れ
な
い
ト
ン
ネ
ル
内
部
や
ト
ン
ネ
ル
上
の
湧
水
館
で
の

七
夕
習
字
展
を
鑑
賞
し
て
、
の
ん
び
り
と
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

□
皆
様
方
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え

し
て
、
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾

り
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
展
示
致

し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

劾

い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま
つ
り
に
、
た
く
さ

ん
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
様
で
七
夕
ま
つ
り
以

降
も
連
日
沢
山

の
人
達

に
訪
れ

て

い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
お
忙
し
い

中
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

の
ふ
れ
あ
い
と
出
会
い
の
場
、
そ
し

て
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
来
年
度

も
益

々
発
展
さ
せ
た

い
と
存
じ
ま

す
。

七
夕
飾
り
を
出
展

い
た

だ

い
た

方

々

（順
不
同
）

高
森
保
育
園
、
高
森
幼
稚
園
、
色

見
保
育
園
、
草
部
保
育
園
、
草
部

北
部
保
育
園
、
野
尻
保
育
園
、
河

原
保
育
園
、高
森
小
学
校
（２
基
）
、

色
見
小
学
校
、
上
色
見
小
学
校
、
草

部
南
部
小
学
校
、
高
森
束
小
学
校

（２
基
）
、
高
森
中
学
校
、
草
部
中

学
校
、
高
森
東
中
学
校
、
梅
香
苑

（２
基
）
、
高
森
寮
、
熊
本
県
信
用

組
合
高
森
支
店
、
肥
後
銀
行
高
森

支
店
、
ひ
ゆ
が
や

（２
基
）
、
高
森

町
商
店
会
、高
森
町
観
光
協
会
、
高

森
警
察
署

（２
基
）
、
岩
下
り
ん
ど

う
園
、
藤
本
組
、
た
か
も
り
花
高

原
、
テ
ク
ノ
カ
ヮ
バ
タ
、
青
山
製

作
所
、
は
な
し
の
ぶ
高
原
ペ
ン
シ
ョ

ン
村
、
嶋
田
電
工
社
、
高
森
郵
便

星
空

'勇水
館
で
は
七
タ
習
字
展
が
開
催
さ
れ
た

●   ●

●

□
な
お
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
だ
け

で
は
危
険
な
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
入
ら

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
ま
た
、
本
町
で
は
湧
水
ト
ン
ネ

ル
に
限
ら
ず
、
各
種
施
設
に
ち
り

か
ご
を
設
置
し
な
い
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
経
費
を
削
減

し
て
町
の
予
算
を
大
切
に
使
う
た

め
で
す
の
で
ミ
ゴ
ミ
や
ち
り
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、皆

様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

∫

金

相

談

ハ″」Ｅｄｉｔｏｒｉａ‐編
集
後
記

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
八
月
二
十
二
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ニ
階
の
中
会
議
室

う

っ
と
う
し
い
梅
雨
が
上
が
り
、
夏

本
番
。

い
ざ
キ
ヤ
ン
プ
だ
と
思

っ
て
青

少
年
育
成
キ
ヤ
ン
プ

に
参
加
し
た
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
台
風
９
号
で
風

雨
の
中

の
実
施
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た

ち
は
、
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
た
よ
う

で
す
。
初
め
て
あ

っ
た
ほ
か
の
学
校

の

子
ど
も
た
ち
と
す
ぐ
に
友
達
と
な
り
、

テ
ン
ト
の
中
、
子
ど
も
な
が
ら
の
夜
な

べ
談
義
を
し
た
み
た
い
で
す
。

キ
ヤ
ン
プ

に
参
加
し
た
子
ど
も
を
み

て
い
る
と
、　
実
に
素
直

で
い
い
子
ば
か

り
で
し
た
し
、
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
高
森
高
校
の
五

名
は
、
実
に
よ
く
子
ど
も
の
面
倒
を
み

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
高
校
生
ら
が
、

社
会
人
と
し
て
高
森
の
若
者
を
リ
ー
ド

し
れ
く
れ
れ
ば
い
い
町
と
な
る
こ
と
で

し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
浩

(19) 今度の温泉館休館日 8月 20日  9月 17日
毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日

の場合は開館して次の日が体館日となります。

高森町職員採用試験のお知らせ
平成 9年度高森町職員採用試験を下記により実施致します。採用試験要項、

試験中込書は役場総務課でお受け取りください。

受 l,実 手続きなど、試験の詳しい内容については、おたずね ください。

■職  種 一般事務    ■採用予定人数 二名程度

■勤務先及び職務内容 長部局に勤務し、一般事務に従事

■受験資格

1.昭和 43年 4月 2日 から昭和 55年 4月 1日 までに生まれた者。

2.次のひとつに該・ 1す る者は受験できません。
ア、|1本 国籍を有 しないれ  イ.11治 ,'14及 び準禁キ台産者  ウ、禁こ以上の刑に処せ られ、その執行を終わる

まで又はその執行を受けることがなくなるまでの者  工、高森田1職 員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の

日から2年を経過 しない古  オ |1本 国憲法の施

`1の

|1以 後において、Ll本 国憲法 (́は その ドに成立 した政府を

暴力で破壊することを ii張する政党その他の団体を結1,kし .又 はこれに加入した者.

■第一次試験の日時・場所・試験の内容

平成 9年 9月 21日 (日 )午前 8時 30分 熊本県立阿蘇高等学校(―の

宮町)高等学校卒業程度 (教養試験・適性試験 )

■申込手続き 高森町発行の申込用紙を受け取りの上、必要事項を記入して、

下記申込先に郵送又は持参すること。

■受験受付期間 平成 9年 7月 28日 (月 )から 8月 15日 (金 )ま で

(土曜日 日曜日を除く)郵送の場合は 8月 15日 までの消印のあるものに限り受け付ける。受け付け時間は、

午前 8時 30分から午後5時まで

■問い合わせ・申込先 〒 869-16阿蘇郡高森 1町 大字高森 2168番 地

高森1田丁役場総務課  TEL09676-2-1111

(4月 末日現在)

世帯数 2,595(-2)
男  3,848(-6)
女  4,166(-2)

総 数 8,014(-8)

1997.5月 受付分  敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返 し〉 冨永刀男 11森 ミヱ f
本田光子 甲斐満里子 野尻 節 杉田

冨雄
〈一般寄付〉 宮地悦也 立石ダンス教室

■広報送料寄付

遠藤和子 (奈良県生駒市)

岡 友三(岡 山県倉敷市)

前田章浩 (福岡県宗像市)

野尻二平(熊本市清水万石)

山 梅 香 苑 母 古澤ヒサ 92

米 田 勝 明 松  橋

(橋 本 )知 子 高 森 ・

人口の動 き

(西中辱たろ9・ 13生

田上 廉太郎ちゃん 男
(旭通) 6.19生

おくやみ
もうしあ|ずます

善意 の灯

杉

男

女

女

女

住

社
下
上
昭
村
上
村

父 嘉樹

母 美波 子

父 智恩
′ミl 美津代

すえながく
お幸せに

成

代

昭
美

―
美

正
美

寿

糾

誠

栄

父

母

父
母

父
母

町 公 っ

冬 野
ψ~

。 中 園 6.6
陽  村

ありがとうございました

的支不′l(1略 )

陽  町 6.11
菅 の 追

。 昭 和 6.16

池  市

赤ちゃん
たんじよう

緒方 雄人ちゃん

(昭和) 5.28生
今村  瞳ちゃん

(山鳥) 6.5生
住吉 愛美ちゃん

(中園)ぁか9.11生
佐伯  灯ちゃん

所

倉

尾野

在
不日

[L

在

続柄 死 亡 者 年齢

夫 甲斐省三 67
母 冨永キ ミ 78
母 中川ナツ 93
弟 杉田 定 48
夫 三森幸喜 67
父 野 |ノ1昭光 67

御 遺 族

甲斐満里子
冨永 刀男

住 古   洋
(今 村 )真 紀

工 藤 嘉 也

(草 村 )さ き

藤 本 康 雄

(東 )幸 実

色 見

長

蘇

芹 口

高 森

菊

体
目

在
宅
医

ゴ

ミ

収

集

八
月
十
四
日
・十
五
日
の
収
集
は
お
休
み
で
す

持
ち
込
み
は
通
常
ど
お
り
受
付
ま
す

文量白郎

●、■

判
‐
　
　
　
　
　
　
ヽ

口
生

心

ム
ハ
ル
Ч
．

ユハ年



「南
阿
蘇
七
つ
の
温
泉
物
語
」八
月

一
日
よ
り
発
行
（共
通
入
浴
券
六
回
分
二
〇
〇
０
円
）詳
し
く
は
高
森
温
泉
館
へ
（二
土
六
二
六
）

先
天
性
四
肢
障
害
児

医
療
・療
育
相
談

高
齢
者
の
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

奥
の
あ
知
ら
せ

県
で
は
８０
歳
に
な

っ
て
も
自
分

の
歯
を
２０
本
保
と
う
と
い
う
８
０

２
０
（ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
の
で
、

８０
歳
以
上
の
方
の
応
募

を
お
待
ち
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応

募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
　
９
月
末
日
ま
で

■
応
募
方
法
　
県
内
の
歯
科
医
院

で
受
け
付
け
、
そ
の
場
で
無
料
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
表
　
　
彰
　
優
秀
者
は
Ｈ
月
に

開
催
さ
れ
る
「歯
と
健
康
の
集
い
」

で
表
彰
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
…

県
歯
科
医
師
会
ま
で
ど
う
ぞ

ＴＥ

０

９

６

・
３

４

３

・
８

０

２

０

県
と
総
理
府
で
は
、
「出
会
い
、
ふ

れ
あ
い
、
心
の
輪
」を
テ
ー
マ
に
、
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と

な
ど
を
綴
っ
た
作
文
を
１２
月
９
日
の

「障
害
者
の
日
」
・
‥
障
害
者
基
本
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
県
庁
障
害
保
健
福
祉
課
ま
で

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
７
１
４
４
番

自

衛

官

募

集

来
年
卒
業
す
る
高
校
生
の
み
な
さ

ん
。
陸

・
海

・
空
の
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
は
色
々
な

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
色
々
な
分
野
で

専
門
的
な
仕
事
に
頑
張
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
各
コ
ー
ス
の
試
験
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。
応
募
資
格
、
十
八
歳
以

上
二
十
七
歳
未
満
の
男
女
）

詳
し
い
こ
と
は
自
衛
隊
阿
蘇
募
集

事
務
所
ま
た
は
役
場
の
自
衛
隊
募
集

Ш
当
ま
で
ど
う
ぞ
。

一
〇
９
６
７

．
３
４

．
０
３
４
８

七
夕
祭
り
に
来
ら
れ
た
方
々
に

投
票
し
て
も
ら
い
七
夕
飾
り
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し
た
。
ど
の

作
品
も
素
晴
ら
し
い
と
の
こ
と
で
、

優
劣

つ
け
が
た
い
と
の
声
も
多
数

あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
左
記
の

と
お
り
で
す
。

呈

　

特
選

の
梅
香
苑

の
作
品
は
、
入

肥

所
者
の
お
年
寄
り
の
一
人
ひ
と
り

賞
　
の
願
い
の
こ
も
っ
た
折
り
鶴
が
注

駒
目
を
浴
び
た
よ
う
で
す
。
苑
で
は

１

来
年
に
向
か
っ
て
早
早
と
ア
イ
デ

ア
を
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会
を

ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
会
は
、
生
ま
れ
つ
き
上
下
肢

（及
び
指
）耳
等
に
欠
損
ま
た
は
機
能

障
害
を
持
つ
子
供
の
親
の
全
国
組
織

で
す
。
先
天
性
四
肢
障
害
と
い
っ
て

も
、
上
下
肢
の
指
の
一
部
欠
損

・
癒

着
や
耳
輸
の
一
部
欠
損
な
ど
の
比
較

的
軽
い
症
状
か
ら
両
上
肢
（下
肢
）の

欠
損
の
よ
う
な
思
い
も
の
ま
で
様
々

で
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
妊
娠
中

の
薬
の
体
内
環
境
の
影
響
が
疑
わ
れ

る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
解
明
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
度
、
熊

本
で
先
天
性
障
害
児
（者
）を
対
象
と

す
る
集
団
検
診

・
療
育

・
医
療
相
談

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。同

じ
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
お
気
軽
に

参
加
し
て
下
さ
い
。

◇
日
時
　
十
月
二
十
六
日
（日
）

十
時
か
ら

一
六
時

◇
場
所
　
熊
本
市
北
部
地
域
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

ＴＥ
０
９
６
・
３
４
６
・
９
１
７
１

◇
受
診
料
無
料
（母
子
手
帳
持
参
）

◇
問
い
合
わ
せ
先

先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会

ＴＥＬ

０

３

・
３

２

９

５

・
３

７

５

５

熊
本
代
表
　
永
田

伸

一

ＴＥ
０
９
６

・
２
４
５

・
３
４
９
７

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

●  ●

●  ●

投 票 結 果

有 効 票  3140票
特  選 特別養護老人ホーム梅香苑

1 席  (株)岩下 りんどう園

2 席 高森幼稚園

ノ′  高森保育園

3 席 特別養護老人ホーム梅香苑

′′  草部北部保育園

′′  高森小学校

アイテ
゛
ア賞 高森町役場農林振興課

(3)

右 平田るり子梅香苑長

国体大会マスコット「モックル」や
「どらえもん」等の飾りもあり、子
どもたちにも好評でした。

特選の七夕飾り

数力所の待避所には短冊が飾られる
よう笹竹がおかれ、たくさんの願
いが飾られました

七
月
七
日
、
安
全
祈
願
祭
及
び
水
神
入
魂
式
が
今
村
町
長
、
県
阿
蘇
事

務
所
長
、
町
議
会
、
駐
在
員
、
農
業
用
水
代
表
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

「高
森
ト
ン
ネ
ル
の
湧
水
」は
、熊

本
市
を
経
由
し
、
有
明
海
に
注
ぐ

自
川
の
最
源
流
に
位
置
し
て
お
り

常
時
毎
分
三
十
二
ト
ン
の
湧
水
が

あ
り
、
高
森
地
域
の
貴
重
な
水
瓶

と
し
て
、農
業

・生
活
用
水
等
と
し

て
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
「自
川

源
流
湧
水
池
」
と
し
て
の
有
効
な

利
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

局
、
平
田
医
院
、
石
原
建
設
、
阿
蘇

南
農
協
高
森
中
央
支
所
、阿
蘇
南
農

協
草
部
南
部
支
所
、
山
村
酒
造
、
熊

本
県
森
林
組
合
連
合
会
、豊
前
屋
本

店
、
高
森
町
森
林
組
合
、
森
の
風
事

業
組
合
、
休
暇
村
南
阿
蘇
、
高
森
町

建
設
業
組
合
（２
基
）、高
森
町
建
築

業
組
合
（２
基
）、九
電
工
南
阿
蘇
営

業
所
、早
川
製
作
所
、伊
澤
製
作
所
、

高
森
高
等
学
校
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
観
光
高
森

タ
ク
シ
ー
、高
森
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
阿
蘇
高
森
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
高

森
タ
イ
ヤ
エ
業
所
、九
州
電
力
高
森

営
業
所
、
高
森
町
水
道
事
業
組
合
、

高
森
小
共
同
調
理
場
、高
森
東
中
共

同
調
理
場
・ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
、

そ
の
他
、
役
場
内
の
各
課
・所
・局
・

室
（Ｈ
基
）あ
わ
せ
て
総
計
７３
基
の
出

展
で
し
た
。

今
回
、
水
利
施
設
の
管
理
保
全

と
併
せ
「高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
」
「湧

水
池
」
の
水
辺
の
空
間
を
生
か
し
た

調
和
の
と
れ
た
整
備
を
行
い
水
の

大
切
さ
の
啓
発
を
図
る
学
習
の
場
、

住
民
交
流
・憩
い
の
場
を
確
保
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
「県
営
村

中
地
区
水
環
境
施
設
整
備
事
業
」を

実
施
し
ま
し
た
。併
せ
て
「水
の
ふ

れ
あ
い
環
境
整
備
事
業
」
で
高
森
湧

水
館
建
設
と
周
辺
整
備
を
実
施
。総

事
業
費

一
億
七
千
三
百
万
円
を
要

し
ま
し
た
。

役場の支払日 8/25(月 )9/5(金)9/16(大 ) ●時間10時から15時まで (18)

コース名 男子試験 日 女子試験 日

二等陸・海・空士 9月 16日 9月 29日

一般曹候補士 9月 21日 9月 21日

一般曹候補学生 9月 21日 9月 21日

航空学生 9月 23日 9月 23日

看護学生 10月 30日

防衛大学校生 11月 15・ 16日 11月 15・ 16日

防衛医科大学校 11月 1・ 2日 11月 1・ 2日

明るい選挙がみんなの心に広まるように

明 る い 選 挙 啓 発 作 品 コ ン ク ー ル

●●● 地方白治法施行50周年事業協賛 ●●●

気持ちで伝えるなら、投票がイチバン |

みんなが投票に参加するように、きれいな選挙が行われるように、

豊かな暮らしが実現するように、あなたの作る作品で応募して ドさい。

●絵が得意なら…
・小学生・中学生 。高校生の皆さんが応募できます。
・45 cm× 30 cm～ 55 cm× 40 cmの画用紙に、絵の具、紙、布

などで、「明るい選挙」を自由に表現してください。

●習字に挑戦したいなら ・̈

・小学3年生から中学3年生のみなさんが応募できます。
・和半紙(33 cm× 24 cm)に 、次の課題を書いてください。

小 3「 自由」、小4「政治」、小 5「投票」、小 6「選挙」

中 1「義務」、中2「民主政治」、中3「地方自治」

●とっておきの一言を届けたい !人 は…

・どなたでも応募できます。・字数は自由です。「明るい選挙」、「地方自治によ

る豊かな暮らし」、「地j口文づくり」を訴えたり、PRするものなら、標語、キャッ

チコピー、なんでもOKです。

■応募締め切り■  平成9年 9月 5日 (金 )

■作品の送り先■  高森町選挙管理委員会(役場内)

■発    表■  11月 初旬の予定です。

■問い合わせ先■  高森町選挙管理委員会

丁EL 2-1111(内 線 176・ 177)

引揚者の皆様ヘ

税関では戦後、海外から引き揚げられた方々

からお預かりした通貨や証券類の返還を行っ

てお りますが、半数以上はまだ返還の申し出

がなく、税関に保管されたままになっていま

す。

まだ、返還請求がお済みでない方は、早目

に税関にお問い合わせ下さい。

返還請求は、引揚者本人のほか、ご家族の

方でもできます。

問合先、八代税関支署 八代市港町 139
丁EL0967-34-0348

|

|

|

1 1

ご :

目
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マイ・

jE*urL- 「阿蘇の野の花」 歌詞募集
英語指導助手、エ ミー・ドリックス さん(?歳)が本

町での任務を終えて7月 20日 アメ リカモンタナ州の

自宅へ と帰って行かれ ました。エ ミーさんはAET
(アシスタント・イングリッシュ・テイーチャー)と して昨年 7月 に本町 に

着任 し、町内の中学校で英語の先生方 と力を合わせ

て英会話を指導。 また、一般 と子 ども向けの英会話

教室の開講や様々な地域活動に も積極的に参加 して

広 くその活躍が知られています。今後は発展途上の

国での英語指導等をや りたいとのことで、アメ リカ

に帰 られてから大学で勉強をされるそうです。高森

での経験を生かし、真の国際交流を実現して欲 しい

ものです。優しさと、持ち前の行動力で、これまで

以上の活躍をされることと思います。エミーさんの

今後益々のご健闘をお祈 り致 します。

●

、
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ノ
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メ

′
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ル
′
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′
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、
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一

一

一
毎年、6月 の第4日曜日に開催される 「はなしのぶコンサー ト」

コンサー トを聴く側からあなたも演奏に参加する側にまわってみませ

んか。 「阿蘇の野の花に捧げる歌詞」「野の花にまつわる思い出の歌詞」

など、ふるつて応募ください。

☆テ ー マ 「阿蘇の野の花」にちなんだもの(必ず3番 まで作ってく

ださい。)

☆応募規定 ○未発表または発表予定のないもの。

OA4判 サイズの用紙を使用し、住所、氏名、年齢、

職業を明記のこと。

○作品は返却しません。佳作以上の作品は、はなしのぶ

コンサー ト委員会に帰属します。

○作品についての簡単なコメントをつけてください。

☆締  切 平成9年 11月 30日

☆発  表 入賞者には 1月 までにお知らせし、平成 10年 6月 28日 の

コンサー ト会場で発表して表彰します。

☆ 賞   特選 1名 賞状、楯、記念品 副賞(休暇村2名宿泊こ招旬

入 選 1名 賞状、楯、記念品 佳作 3名 賞状、記念品

☆応募先・お問い合わせ

〒869-16
熊本県阿蘇郡高森町大字高森 休暇村南阿蘇内

はなしのぶコンサー ト実行委員会「阿蘇の野の花歌詞募集」係

TEL 09676-2-2111

高森の皆 さんの ご応募 をお待 ち しています

●  ●

●

「燃
え
る
書
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

●

思
い
出
さ
ん
　
わ
る
ご
ろ
丈
は
覚
え
と
る

う
ろ
た
え
て
　
降
り
た
バ
ス
に
ま
た
乗
ら
す

本
気
か
し
ら
　
喜
寿
で
ん
貰
う
気
で
居
ら
す

思
い
出
さ
ん
　
ど
こ
の
御
座
敷
で
し
た
か
ね

思
い
出
さ
ん
　
時
間
の
飛
ん
で
い
く
テ
ス
ト

オ
イ
、
君
　
む
ご
う
盃
貯
め
と
る
が

雨
天
決
行
　
山
に
生
き
と
る
可
能
性

思
い
出
さ
ん
　
ヘ
ソ
繰
リ
ァ
　
徴
し
と
る
ど
う

下
手
　
市
場
の
鯛
の
二
、
三
匹

雨
天
決
行
　
ぎ
ょ
う
さ
ん
弁
当
買
う
て
あ
る

下
手
　
偶
に
ま
ぐ
れ
の
あ
る
か
し
ら

何
″
　

　

　

有

，

娘
の
持
て
る
野
菜
荷
造
り
梅
雨
晴
間

大
祖
母
を
借
景
に
し
て
ほ
と
と
ざ
す

清
水
湧
く
そ
ば
の
蕗
の
葉
採
り
て
飲
む

肥
後
日
向

一
つ
に
む
す
ぶ
虹
の
橋

一
本
道
の
電
柱
頼
り
に
日
を
除
け
る

田
合
に
は
田
舎
の
良
さ
や
蝉
の
声

夏
草
に
触
る
れ
ば
そ
こ
に
道
祖
神

夏
の
根
子
遥
か
に
望
む
県
境

肥

後

狂

旬

水
無
月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

ベコr
^

高森のみなさんヘ

私は今 まで 日本 に 3年間住んでいました。その間多 くの

人々からいろんな質問を受けました。一番多い質問は 「日

本 について どう思いますか ?」 と言 うことで した。その質

問に答えます。でも、これは私の意見だけです。例えば、ふ

たりの外国人の友だちは「納豆」が大好きです。

高森町の皆さん、私に日本のことについて多くのことを教えていただきありがとうございまし

た。本当はもっと高森町にいたかったのですが、勉強のため、アメリカの大学へもう一度行くこ

=量
士ト

__口 "“ヽ

√ヽ
POETRY PAGE

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　

一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

武
田
　
南
郷

篠
田
　
凡
才

阿
南
　
一

草
村
　
鶴
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

甲
斐
　
康
則

野
尻
　
美
穂

長
友
タ
ツ
子

野
尻
　
里
女

品
”

/
酔
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梅
品
明
け
，ｔ

βR
O・

ιｌ

・
て

た

け
ど

―

〔
峰
ッ

い
つま
で
続
あ

え
彬〃

ふ

様
け
た
理

そ
れ
って

ハ
７
族
け
た
よ

/

〆

/ 祠
――――
――――

場
ら
「

ト
レ
之
ル

,f4'

‐―    ‐   嫌いなモノ

1)納豆、おでん、こんにゃく、わかめ、焼酎、お茶会のお茶1)ざ るそば、そうめん、すき焼き、肉じゃが、麦茶、梅酒
2)ふとん、障子、こたつ 2)断熱材が無い

3)安全(夜に一人で散歩できる) 3)痴漢

4)ゆ うずうがきかなく決まりが多すぎる人4)礼儀正しく時間に正確で計画性のある人

5)学校の掃除 5)ゴ ミを川や海に投げ捨てる、過剰過多包装

6)太鼓 6)演歌
フ
′
「お箸の使い方どこで習いましたか」と聞く人 7)「お箸上手ですね」と言う人

8)しぜんに「こんにちわ」と言つてくれた人 8)指でさして「がいじんだ」と言った人

9)私にたくさん質問をする人 9)じ っと見つめる人

10)日 本語が分からないと思って失礼なことを言っているのを聞いたとき10)一緒に冗談を言えるとき

11)運帯感 11)違いを認めない

12)公共交通機関 12)運転する
13)間違いを恐れない人 13)間違いを恐れる人

14)子どもの教育にお金や時間をいとわない 14)子 どものポルノ
15)どらえもん、ウルトラマン 15)ポ ルノまんが

16)bitchブ ランド16)着衣、浴衣

17)日本庭園 17)汚い海水浴場

18)書道、1非句 18)お店に並んでいる看板の間違い英語

19)ポルノチラシ19)年賀はがき

20)こ おろぎとかえるの鳴き声 20)ム カデとゲジゲジ

とになりました。皆さん、モンタナの私の牧場へぜひ遊びに来てください。

(4)
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森
の
れ
す
と
ら
ん

「高
森
味
の
歳
時
記
」完
成

町
の
伝
統
料
理
と
町
の
農
産
物

を
使
っ
た
新
し
い
料
理
を
季
節
ご

と
に
盛
り
込
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
「高
森

味
の
歳
時
記
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

町
内
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
「食
と
交
流
の
ま
ち
」
づ
く
り

を
目
指
す
町
内
の
女
性
グ
ル
ー
プ

や
飲
食
店
経
営
者
、
ベ
ン
シ
ョ
ン

オ
ー
ナ
ー
等
が
、約

一
年
を
か
け
、

熊
本
県
の
「い
き
い
き
地
域
づ
く
り

事
業
」等
の
支
援
を
受
け
作
成
し
た

も
の
で
す
。

七
月
十
六
日
、
ポ
ス
タ
ー
の
完

成
を
機
に
、
こ
の
方
々
が
中
心
と

な
り
「味
な
高
森
研
究
会
」
（代
表
武

田
望
さ
ん
）を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
行
わ
れ
る
「く
ま

も
と
木
来
国
体
」
（高
森
町
は
テ
ニ

ス
競
技
の
会
場
）で
は
こ
れ
ら
の
料

理
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
料
理
教

室
の
開
催
や
食
に
関
す
る
情
報
交
換

会

。
朝
市

の
開
催
、
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
等
に
取
り
組
ま
れ
ま

す
。高

森
町
の
季
節
季
節
に
あ
っ
た
郷

土
料
理
が
ど
こ
の
家
庭
で
も
飲
食
店

で
も
宿
泊
施
設
で
も
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

●ポランティア
ぼらんていお

きれいになりました。   高森高校の皆さん

7月 16日 午後から、高森高校の350名 の生徒・

教職員の皆さんがバイパス周辺の清掃ボランティ

アを行いました。

これは同校が毎年取 り組んでいる「青少年一日

一汗運動」で、奉仕活動を通して地域社会の中で

の役割 と責任を認識し、誇 りを持って何事にも積

極的に取 り組む精神を育むことを目的としたもの

です。この心を社会人になっても持ち続けて欲し

いです。皆さんのおかげで、すつか りきれいにな

りました。

郡体だより

■

7月 13日 と20日の日曜日に阿蘇中部で開催され

た郡民体育祭の結果をお知らせします。今年は13種

目に出場し、男子ソフ トボール・柔道の二種目で優

勝しました。ほかにもたくさんの種目で大健闘し上

位入賞を果たしました。

試 含 結 果
優  勝

●ソフトボール男子 ●柔道
二  位

●弓道団体 ●剣道
●弓道個人の部 後藤元男

三  位
●バスケットボール女子 ●ソフ

トボール女子 ●軟式野球
●ゲートボール男子 ●ゲート
ボー女子

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

３

３

２

２

２

者
中
中
中
中
諏

森
森
部
部
蘇

加

高

高

草

草

高

参

　

子

美

み

子

梢

　

　

ゆ

修

　

久

由

あ

和

研

塚

下

藤

山

干

飯

木

工

遠

飯

カリスペル ホームステイ研修

町教育委員会で募集したアメリカ。モンタナ州カリスペル市へのホームステ

イ研修参加者が、 7月 22日 に出発し、 8月 7日 に元気に帰国しました。

これは中・高校生。一般を対象とした海外派遣研修事業で、応募者の中から厳

正なる抽選を行い、次の方たちの参加が決定したものです。

研修の詳しい内容は本誌でも紹介します。

第 7回南 阿蘇中学生海外研修 8月 18日 に出発

近年世界情勢が日まぐるしく変化する中、|1本の世界に対する役割は年 増々大

しています。そこで中学生の海外研修を通じて集団生活や異文化、人情等を直接

体験することにより、1世 界に貢献しうる人材育成を日的に南阿蘇六か町村で実施

する南阿蘇中学生海外研修の中学生28名 、リーダー6名 が決定しました。(研修

は8月 18日 から22日 までの4泊 5日 の日程で大韓民国へ
)

研修参加者 (高森関係者分 )

リーダー研修者

首藤ちはる (高森保育園保母)

中学生研修者

高森東中 1年生

高森東中 1年生

高森東中 1年生

高森中 1年生

高森中 1年生

高森中 1年生

●  ●

●  ●

完成 したばか りの「高森味の歳時記」

(5)

隕甍
癬警 彬

七
月
六
日
、
一
の
宮

・自
水
会
場
で
行
わ
れ
た
阿

蘇
郡
中
体
連
大
会
の
野
球
で
高
森
中
学
校
が
十
年
ぶ

り
に
優
勝
し
、
二
十
七
・
二
十
八
日
八
代
市
で
行
わ

れ
た
県
大
会
で
は
、
見
事
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
ま

し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
鏡
中
学
に
Ｏ
対
Ｏ
の
ま
ま
延

長
戦
で
大
会
ル
ー
ル
に
よ
る
無
死
満
塁
方
式
で
惜
し

く
も
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
し
ま
し
た
が
、
佐
賀
で
行
わ

れ
る
九
州
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。
（阿
蘇
郡
で

は
初
め
て
の
こ
と
）
九
州
大
会
の
結
果
は
、
来
月
号

で
紹
介
し
ま
す
。

又
、郡
中
体
連
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
で
は
加
藤
治

子
、
箸
本
梨
沙
ペ
ア
が
三
位
、
空
手
で
立
山
詩
子
が

優
勝
し
見
事
県
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

見事九州大会出場の切符を手にした高森中野球部

高
森
中
野
球
部
　
　
（郡
内
初
）

九
州
大
会

ヘ空
手
の
優
勝
の
立
山

紀

香

実

香

香

子

世

美

琴

優

理
詩

本

下

井

島

上

山

藤

岩

瀬

手

村

立

あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
？

七
月
十

一
日
、草
部
南
部
小
学
校
で
親
と
子
の
救
急

法
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

海
や
、
川
な
ど
で
遊
ぶ
機
会
の
多
く
な
る
夏
休
み
を

前
に
学
校
の
保
護
者
参
観
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

講
師
に
日
赤
熊
本
救
急
奉
仕
団
の
松
海
昭
生
さ
ん
を

招
い
て
人
形
を
使

っ
た
救
急
法
の
講
義
。実
技
指
導
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
や
児
童
た
ち
は
、
と
っ
さ
の
時
の

手
当
の
仕
方
や
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時

間
の
処
置
が
い
か
に
大
切
か
等
の
話
し
を
熱
心
に
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

――
十

と

ら

島ヽ
礁饉

まちや学校・園などの楽しい話題や催しの情報 。報告をお寄せください。(広報たかもり)
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子どもの目線に立ち 子どもの心を考える

週
題
■

作 品 募 集 (国 民 年 金 )

詳しくは県健康福祉部国民年金課丁EL096-383… 1111(内 線7227)

熊本営林署では、国有林の分収育林契約者 (緑のオーナー)を募集 しています。

■募集箇所 菊池市大字原 鉾ノ甲国有林

鹿本郡菊鹿町 吉原国有林

■契約者は植えてから32年から37年たった、ス

ギ・ヒノキの立本の共有者になり、契約回数に応
じた持ち分を取得 します。

■契約期間後に立本を販売し、その収益を契約者 と

国で分配します。

■個人、法人、団体を問わず、一口50万 円で、何
口でも参加できます。

■契約後の森林の手入れや管理は、国が責任をもっ
て行います。

■募集期間は9月 11日 まで

■お問い合わせ

熊本営林署 0968-25-2101

★

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
届
出
を
―

国
民
年
金
の
被
保
険
者
（加
入
者
）は
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

就
職
、
転
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ

っ
て
加
入
の
種
類
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
そ
ん
な
時
は
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
手
続
き
を

し
て
お
か
な
い
と
将
来
、
年
金
が
少
な
く
な
り
、
大
切
な
通
知
が
届
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ご
自
分
の
年
金
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
人
生
の
節
目
に
は
必

ず
役
場
の
町
民
福
祉
課
福
祉
係
国
民
年
金
担
当
ま
で
届
け
出
て
下
さ
い
。

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（四
期
Ｙ
固
定
資
産
税
（二
期
）の
納
期
で
す
　
納
期
限
（九
月

一
日
）ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

「危
な
い
よ
！
気
を

つ
け
よ
う
！
」
で
は

理
解
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

子
ど
も
の
肉
体
的

・
心
理
的
違
い
を
知
り
、

何
が
危
険
か
・
‥
ど
う
気
を

つ
け
る
か
を

具
体
的
に
教
え
る
こ
と
が
大
切

子
ど
も
た
ち
‥
・特
に
小
さ
い
子
ど
も
へ
の
交
通
教
育
は
大
変
難
し
い
も

の
で
す
。
何
が
難
し
い
か
と
い
う
と
、
大
人
は
解

っ
て
い
る
こ
と
も
、
子

ど
も
に
は
見
え
な
い
‥
・聞
こ
え
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
大
人
と
子
ど
も
の
目
の
高
さ
と
視
野
は
か
な
り
違
う
こ
と
、
子
ど

も
の
心
理
や
運
動
能
力
な
ど
を
理
解
し
て
、　
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
具
体
的

に
分
か
り
や
す
く
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

七
月
十
六
日
、
町
の
企
画
に
よ
り
、
町
立
保
育
園
五
園
合
同
の
「親
と
子

の
交
通
安
全
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
県
内
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
県
の
交
通
安
全
推
進
連
盟
幼
児

教
育
担
当
の
山
口
久
代
さ
ん
（宇
土
市
）を
講
師
に
招
き
、高
森
警
察
署
交
通

係
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
や
高
森
警
察
署
交
通
係
の
皆
さ
ん
は
「交
通
安
全
教
育
で
最
も

重
要
な
こ
と
は
子
ど
も
た
ち

へ
は

『飛
び
出
さ
な
い
』
と

『き
ち
ん
と
止

ま
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
は
子
ど
も
の
特
性

を
知

っ
た
上
で
の
具
体
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
、
参
加
さ
れ

た
お
父
さ
ん

。
お
母
さ
ん
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

●  ●

●  ●

「と
ま
る
」
君
を
使

っ
て
、
腹
話

術
で
交
通
安
全
を
具
体
的
に
わ
か

り
や
す
く
指
導
す
る
山
口
さ
ん
。

（県
交
通
安
全
推
進
連
明
干
幼
児
教
育
担
当

交
通
安
全
指
導
者
）

子
ど
も
の
身
体
を
抱
き
か
か
え

な
が
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切

さ
を
身
体
で
教
え
る
高
森
暑
の
園

田
交
通
係
長
。
こ
の
よ
う
に
具
体

的
に
教
え
る
大
切
さ
を
強
調
。

(15)■ 〒869-16 熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168 高森町役場 広報たかもり 電話 09676-2-1111(担 当 田上)

(6)

機断中第 8回イメージはがきコンテスト

締め切り 平成 9年 9月 12日 (金)

応募資格 熊本県在住の中学生及び小

学4、 5、 6年生

応募規定 自作未発表作品で「親しみ

ある明るい国民年金」を表現

したもの又は国民年金は「世

代と世代の助け合い」で成り

立つていることを表現したも

の。

応募方法 作品を書いたハガキに住所、

氏名、年齢、電話番号、学校

名、学年を明記下さい。作品

は返却しません。

応 募 先 〒862熊本市水前寺6-18-

1熊本県庁国民年金課内「イ

メージはがきコンテスト」係、

または高森町役場町民ネ訴藍果・

福祉係国民年金担当

入  賞 特選 1点、優秀賞3点、入

選 10点、佳作 20点

*応募作品の著作権は主催者に帰属するものとし

ます。

第 13回肥後狂句コンクール

締め切 り 平成 9年 9月 12日 (金 )

応募資格 熊本県在住者

応募規定 自作未発表作品で国民年金

のふれあいや国民年金の必

要性、年金受給の喜びなど

をうたいこんだもの。

応募方法 作品を書いたハガキに住所、

氏名、年齢、電話番号、勤

務先(学生は学校名と学年)、

勤務先の電話番号を明記下

さい。

応 募 先 〒862熊本市水前寺6-18-

1熊本県庁国民年金課内「国

民年金肥後狂句コンクーク閉

係、または高森町役場町民

福祉課福祉係国民年金担当

入  賞  特選 1点 ,入選 3点 ,佳作

10点

*応募作品の著作権は主催者に帰属す

るものとします。

緑のオーナー募集

たかもり出身の皆様ヘ 広報たかもりからのお願い

転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明
で

返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
住
所
、
氏
名
の
変
更
な

ど
、早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近
況
報

告
、
た
か
も
り
の
発
展
に
役
立
つ

お
住
ま
い
の
街
の
紹
介
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。

の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部
を
印

刷
し
、
町
内
配
布
と
共
に
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
た
か
も
り
出
身

の
皆
様
に
も
お
送
り
し
て

「ふ
る

さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読

い

た
だ

い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昨

年
度
は
十
四
万

一
千
五
百
円
、本

年
度
も
既
に
四
万
八
千
円
を
超
え

る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
（寄

い
た
方
は
お
名
前
を
紹

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
一
ヶ
月

に
百
九
十
円
か
か
り
ま
す
。
（広

報
誌
代
は
無
料
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な

ど
）
や
、
九
十
円
以
下
の
少
額
切

手
で
一
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を
毎

年
お
願
い
致
し
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通
教
育
の
難
し
さ
を
考
え
る
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平成 9年
言」 tフ

「
TI

ン∫り、フ 1=コ 会
17月 11日

り

平
成
九
年
第
二
回
臨
時
会

七
月
十

一
日

議
決
さ
れ
た
も
の

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
等
割
額
（
一
世
帯
当
た
り
）
「三

二
、
〇
三
〇
円
」を

「二
七
、
七
〇
〇

円
」
に
、
均
等
割
額
（
一
人
当
た
り
）

「二
五
、
七
六
〇
円
」を

「二
四
、
九

〇
〇
円
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る

も
の
で
、
所
得
割
八
、
一
％
は
、
据

え
置
か
れ
ま
し
た
。

◇
高
森
町
地
域
改
善
対
策
事
業
児
童

室
及
び
老
人
集
会
所
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

国
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
「地
域

改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
が
「地
域
改

善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政

上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」と

な
っ
た
た
め
本
条
例
中
の
文
言
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

ム
が
優
勝
　
県
大
会
に
代
表
と
し
て
出
場

七
月
十
二
日
の
土
曜
日
、
今
年
も
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会
が

高
森
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
交
通
安
全
ヘ

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協

会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
高
森
小
Ａ

・
Ｂ
チ
ー
ム
、
上
色
見
小
Ａ

・
Ｂ

チ
ー
ム
、
自
水
小
学
校
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ
の
計
８
チ
ー
ム
が
出
場
。

Ｓ
字
や
８
の
字
コ
ー
ス
、
一
本
橋
走
行
な
ど
の
難
し
い
実
技
競
技
と

学
科
テ
ス
ト
に
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
み
、
日
頃
の
先
生
た
ち

か
ら
の
指
導
に
よ
る
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
夏
体
み
真

っ
盛
り
。
ウ
キ
ウ
キ
気
分

の
影
に
は
気
の
ゆ
る
み
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
と
交
通

安
全
に
気
を
つ
け
て
、
猛
暑
の
夏
を
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
左
側
通
行
を
守
り
、
ど
ん
な
道
路
で
も
危
な
い
場
所
で

は

一
旦
停
止
し
て
飛
び
出
さ
な
い
。
実
際
の
道
路
で
子
ど
も
と

一
緒
に
走
り
（歩

き
）な
が
ら
、
具
体
的
に
「危
険
」
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
し
よ
う
。

●

全
子
ど
も
自
輌
車
大
《冨

T懸 1鵬園腱燿l螢

ど
う
し
て
か
か
る
の
？

日
可

　
　

、

日
ド

　
　
・
Ｖ

私
は
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
か
っ
た
の
に
町
県
民
税
の
納
付
書
が
来

ま
し
た
が
ど
う
し
て
で
し
よ
う
か
？

葱
口
　
えゝ

先
月
号
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
個
人
の
町
県
民
税
は

（住
民
税
）

は
、均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
算
額
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の

趣
旨
は
、所
得
税
の
申
告
納
税
制
度
と
違
っ
て
所
得
税
の
納
税
者
よ
り
広

く
住
民
に
公
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
賦
課
課
税
方
式
い
わ
ゆ
る
税

額
の
計
算
は
、
そ
の
公
共
団
体
で
計
算
す
る
方
式
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
由
か
ら
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
所
得
税
よ
り
も
各

種
控
除
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
所
得
税
は
か
か
ら
な
く
て
も
、
町
県
民
税
（住
民
税
）に
お

い
て
は
控
除
額
が
少
な
い
た
め
、住
民
税
の
所
得
割
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
課
課
税
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１
（内
線
１
３
８

・
１
３
９
）

町民税・県民税の参考表

X特別障害者で同居の場合、配偶者、1夫養、1寺別扶養の控除額に町県民税で210,000円

所得税で300,000円 加算して下さい。

●  ●

●  ●

優
勝
し
た
上
色
見
小
チ
ー
ム
。
　
阿

蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
代
表
と
し

て
、
七
月
二
十
五
日
の
県
大
会
に
出
場

し
健
闘
し
ま
し
た
。

大

〈
〓
　
結
　
果

■
団
体
の
部

▽
優
勝
　
上
色
見
Ａ

▽
二
位
　
上
色
見
Ｂ

▽
三
位
　
高
森
小
Ａ

■
個
人
の
部

▽
優
勝
　
後
藤
　
」員
也

▽
二
位
　
後
藤
　
利
也

▽
三
位
　
荒
牧
さ
や
か

（上
色
見
）

（上
色
見
）

（上
色
見
）

シー トベル トはまさしく命綱 平成 9年度の国民健康保険税のうち各世帯に課税

される平等割 と被保険者一人当た りに係る均等割を

次のように引 き下げました。

平等割 (一 障帯当 り)

32,030円 ―→27,700円 (4,330円引き下 げ)

均等割 (一人当 り)

25,760円 ―→24,900円 (860円 引 き下 げ)

所得割率 8.1%は据 え置 き

国民健康保険税一部引き下げ
ただ し、平成 9年度の医療費が高騰 します と平成

10年度には再び税率を引 き上 げ、被保険者の皆様に

応分の負担をお願いすることとなりますので、日頃

の健康管理に十分留意され適正な受診をされますよ

うお願いいたします。

詳 しくは、役場 。税務課 。国民健康保険係

丁EL 2-1111(内 線 152番 )ま でどうぞ

シー トベル トは大切なものだと

解つていながら、「面倒くさい」
「ちょつとそこまでだから■…と、

なかなか着用が進んでいません。

今年、熊本県交通安全推進連盟

では「シー トベル トの着用日本一」

を目指して、キャンペーンや熊本

県警による取り締まりを強化する

ことになりました。この運動の重

点期間は7月 η日から9月 30日
まてで、今後も着用率向上のため

の様々な運動を展開していきます。

トベルト盾用姦
作戦展開中!

ヽ

ンー

ヨ自■■■

の協力

郵
便
局
だ
よ
り

郵
政
省
で
は
、
郵
便
事
業
を
い
っ

そ
う
効
率
化
し
、
皆
様
に
な
る
べ
く

安

い
料
金
で
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
お

届
け
し
よ
う
と
、
平
成
十
年
二
月
二

日
か
ら
郵
便
番
号
を
七
桁
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
森
管
内
の
郵
便
番

号
は
次
の
と
お
り
と
な
る
予
定
で
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
率
調
査
を
実
施
中

六
月
二
十
日
と
七
月
二
十
二
日
、

町
で
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査

を
高
森
警
察
署
前
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、県
交
通
安
全
推
進
連
盟

の
取
り
組
み
と
し
て
県
下

一
斉
に
市

町
村
が
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、午
前

九
時
と
午
後
四
時
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ

一
時
間
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
、
こ
の
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に
三
回
調
査
を
実
施
し
、高
森
警

察
署
と
協
力
し
て
町
内
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
（着
用
し
た
者
の
率
）

■
六
月
二
十
日

□
午
前
九
時
～
十
時

○
運
転
席
　
８
８
．５
３
％

○
助
手
席
　
７
６
．７
４
％

午
後
四
時
～
五
時

○
運
転
席
　
８
１
．２
５
％

○
助
手
席
　
６
８
．４
２
％

■
七
月
二
十
二
日

□
午
前
九
時
～
十
時

○
運
転
席
　
８
７
．４
３
％

○
助
手
席
　
７
４
．１
９
％

午
後
四
時
～
五
時

○
運
転
席
　
８
５
．５
０
％

○
助
手
席
　
７
６
．７
９
％

所得控除の種類 町県民税

(平 成 9年度 )

所得税

(｀ |′ 成8年度)

330,000円 380,0001月
'1:  

礎 納税義務イー
|‖

‐11の |・ li′F対象配佃イ 330,0001[! 380,000円
配偶者

(内 縁を除く) 老人控除11象配偶者 380,000ド | 480,000円

一般の扶養親脚 人につき 330,000111 380,0001判

老人扶養親族(70才以上)
380,000111 480,000円扶  養

と人t機親族のうち同居する父母等 450,000「 1] 580.000円

特定扶養 16才以_L23未満の扶養親族 410,000111 530,000円

般|1車 11f“ 1人 につき 260,0001ll 270,000円
障害者

lr別障I者 1人 につき 280,000111 350,000円

老年者 所得悦控除額の説明を参考 480,000111 500,000F]

雰婦(■ )
所得税控除額の説明を参考 260,0001Ч 270,000円

特別の寡婦 所得税控除額の説明を参考 300,000「 Il 350,0001・ 1

勤労学生 所得税控除額の説明を参考 260,000円 270,0001」

国保と老人医療は助け合い

□大字上色見 869-1601 □大字下切  869-1815

E]大字高森  869-1602 □大字中   869-1821

□大字色見  869-1603 □大字矢津田 869-1822

□大字草部  869-1811 □大字津留  869-1823

□大字芹口  869-1812 []大字野尻   869-1824
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お 知 ら せ
高森町文化協会絵画クラブ(土曜

会)は ご指導を受けました故山村

純代先生の遺作展を催します。皆

様のご来場をお待ちしています。

期 日 8月 10日 ～ 20日 まで

(郵便局の営業時間)

場 所 高森郵便局
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健
診
で
か
ら
だ
の

定
期
点
検
を

今
年
の
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
？

循
環
器
健
診
は
生
活
習
慣
病
や

異
常
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
現

在
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る

た
め
に
行

っ
て
い
ま
す
。

健
診
で
大
切
な
の
は
、
健
診
結

果
を
生
活
に
生
か
す
こ
と
で
す
。病

気
の
疑
い
の
あ
る
人
は
、
精
密
検

査
を
受
け
、
治
療
の
必
要
な
時
は
、

早
め
に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。生

活
習
慣
病
は
、
病
状
が
悪
化
し
な

い
と
自
覚
症
状
が
出
て
き
ま
せ
ん
。

健
診
で
異
常
が
指
摘
さ
れ
て
も
、痛

く
も
か
ゆ
く
も
な
い
か
ら
と
放
置

し
て
お
く
と
気
付
か
な
い
う
ち
に

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
偏
っ
た
食
生
活
、運

動
不
足
、
酒
の
飲
み
過
ぎ
、
タ
バ

コ
の
吸
い
す
ぎ
な
ど
、
体
に
良
く

な
い
生
活
を
長
く
続
け
る
こ
と
で

生
じ
ま
す
。
毎
日
の
生
活
を
ど
う

送
る
か
で
あ
な
た
の
健
康
が
左
右

さ
れ
ま
す
。

高
血
圧
を
予
防

生
　
活
　
習

す
慣る

定
期
的
な
血
圧
測
定

血
圧
は
心
や
か
ら
だ
の
状
態
・季

節
や

一
日
の
行
動
に
よ

っ
て
も
変

化
し
ま
す
。
定
期
的

に
測
定
し
自

分
の
普
段
の
血
圧
値
を
知

っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
や
極
度
の

緊
張
は
血
圧
に
影
響
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
自
分
な
り

の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
食
べ
過
ぎ
を

避
け
肥
満
を
防
ぎ
、
タ
バ
コ
や
ア

ル
コ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
食
塩
は

一
日
十

グ
ラ
ム
以
下
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

減
塩
の
ポ
イ
ン
ト

◆
汁
物
は

一
日

一
杯
ま
で
と
し
、具

だ
く
さ
ん
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
う
ど
ん
や
そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
な

ど
の
汁
は
飲
ま
ず
に
残
す
心
が

ま
え
を
。

◆

ハ
ム
や
ベ
ー
コ
ン
、
ソ
ー
セ
イ

ジ
な
ど
肉
の
加
工
品
や
か
ま
ぼ

こ
な
ど
の
練
り
製
品
は
控
え
め

こ

ｏ

◆
漬
け
物
は
深
漬
よ
り
浅
漬
け
、
一

夜
漬
け
を
。

◆
ソ
ー
ス
や
し
ょ
う
ゆ
は
か
け
ず

に
つ
け
て
。

◆
食
卓
に
は
調
味
料
を
お
か
な
い
。

●  ●

●  ●

・
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
に
つ
い
て
●

こ
の
総
会
の
全
体
学
習
会
と
し
て
、
「人

権
擁
護
施
策
推
進
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、本
町
の
同
和
対
策
係
長
二
子
石
衛

が
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

講

話

の

要

旨

平
成
八
年
五
月
七
日
、地
域
改
善
対

策
協
議
会
か
ら
「同
和
問
題
の
早
期
解

決
に
向
け
た
今
後
の
方
策
の
基
本
的
な

在
り
方
に
つ
い
て
」
の
意
見
具
申
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
和
問
題
に
関
す
る
基
本

認
識
と
し
て
、本
格
的
な
同
和
対
策
が

始
ま
っ
て
四
半
世
紀
余
経
過
し
た
現
在

で
も
、
我
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
も

あ
る
同
和
問
題
は
、
憲
法
が
保
障
す
る

基
本
的
人
権
の
侵
害
に
は
深
刻
か
つ
重

大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち

一
人

ひ
と
り
が
真
に
理
解
す
る
必
要
性
を

う

っ
た
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
は
多
く
の
人
々
の
努
力
に

よ

っ
て
、解
決
に
向
け
て
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
、
我
が
国
に
お

け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
国
際
社
会

に
お
け
る
我
が
国
の
果
た
す
べ
き
役
割

か
ら
す
れ
ば
、足
元
と
も
言
う
べ
き
「国

内
の
同
和
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を

一
日
で
も
早
く
解
決
す
る
努

力
を
す
る
こ
と
は
、
国
際
的
な
責
任
で

あ
る
。
」
と
指
摘
し
、今
後
の
重
点
施
策

の
方
向
と
し
て
　
①
差
別
意
識
の
解
消

に
向
け
た
教
育
及
び
啓
発
を
推
進
す
る

た
め
に
実
施
体
制
の
整
備
と
内
容
の
創

意
工
夫
の
必
要
性
　
②
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
の
救
済
等
の
対
応
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
の
人
権
救
済
制
度
の
確
立

の
必
要
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

国
は
、
こ
の
地
域
改
善
対
策
協
議
会

の
意
見
具
申
を
踏
ま
え
、
人
権
擁
護
の

た
め
の
教
育
と
啓
発
、
人
権
侵
害
が

あ

っ
た
場
合
の
救
済
措
置
な
ど
、
そ
の

具
体
策
を
調
査
審
議
す
る
事
を
目
的
と

し
た
法
案
を
国
会
に
提
案
し
、昨
年
十

二
月
に
可
決
成
立
し
た
の
が
「人
権
擁

護
施
策
推
進
法
」
で
す
。

こ
の
法
律
の
概
要
は
、
今
日
に
お
い

て
も
な
お
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し

て
、社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ
る
不
当

な
差
別
、
人
種
、
信
条
、
性
別
に
よ
る

不
当
な
差
別
そ
の
他
の
人
権
侵
害
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
（第

一
条
関

係
）、国
の
責
務
（第
二
条
関
係
）と
し
て
、

人
権
尊
重
の
理
念
に
関
し
て
国
民
相
互

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
や
啓
発
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
被

害
者
の
救
済
に
関
し
て
の
施
策
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
調
査
審

議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
推
進
審
議
会
は
法
務
省
に

設
置
（第
三
条
関
係
）し
、
審
議
会
の
委

員
は
二
十
人
以
内
で
組
織
（第
四
条
関
係
）

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
今

年
二
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
五

月
二
十
六
日
学
識
経
験
の
あ
る
二
十
人

の
委
員
が
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
、

（会
長
　
塩
野
宏
成
膜
大
学
法
学
部
教
授
）

二
十
七
日
に
は
、人
権
擁
護
推
進
審
議

会
の
塩
野
会
長
に
対
し
、
法
務
大
臣
、

文
部
大
臣
、
総
務
庁
長
官
か
ら
「人
権

尊
重
の
理
念
に
関
す
る
国
民
相
互
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す

る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
」
が
諮
問
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
二

年
を
目
処
に
、
ま
た
、
法
務
大
臣
よ
り

「人
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

被
害
者
の
救
済
に
関
す
る
施
策
の
充
実

に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
」
が

諮
問
さ
れ
、
被
害
者
救
済
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
五
年
後
を
目
処
に
答

申
を
ま
と
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
間
の
歴
史
に
い
つ
ま
で
も

つ
き
ま
と
っ
て
き
た
差
別
と
い
う
問
題

は
「今
な
お
他
者
の
心
な
い
行
為
や
言

葉
な
ど
で
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

て
い
る
人
が
い
る
」
と
い
う
現
実
を
見

つ
め
、
一
人
ひ
と
り
が
相
手
の
考
え
や

立
場
を
尊
重
し
、認
め
あ
え
る
社
会
を

築
く
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

請
話
の
要
旨

親
や
大
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が

青
少
年
の
犯
罪
を
生
む

少
年
に
よ
る
犯
罪
は
県
内
の
犯
罪

件
数
の
内
６７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
森
暑
管
内
で
も
少
年
犯
罪
は
２７
％

と
い
う
状
況
で
あ
り
、平
成
七
年
と

八
年
の
補
導
件
数
を
比
較
し
て
み
る

と
、喫
煙
や
深
夜
徘
徊
な
ど
で
三
十

六
人
も
増
加
し
、百
四
十

一
人
が
補

導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

少
年
非
行
は
、
「犯
罪
の
入
口
」
と

し
て
の
万
引
き
か
ら
始
ま
り
、自
転

車

・単
車
の
窃
盗
、
空
き
巣
窃
盗
な

ど
へ
つ
な
が
り
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
、暴
力
事
件
や
強
盗
に
ま
で

発
展
し
て
し
ま
う
状
況
が
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、県
内
で
は
テ
レ
ク
ラ

や
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
引
き
金
と
な
っ
て
、援

助
交
際
、
売
春
な
ど
、
性
犯
罪
へ
と

つ
な
が
る
状
況
も
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

補
導
や
逮
捕
し
た
少
年
た
ち

一
人

ひ
と
り
を
見
て
み
ま
す
と
、
一
人
で

は
何
も
で
き
な
い
が
集
団
に
な
る
と

人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
凶
暴
に
な
る

子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
ま
た
、
何
が

悪
い
こ
と
か
が
理
解
で
き
な
い
、常

識
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
子
ど
も
た
ち
が
多
い
と
い
う
状

況
で
す
。

こ
の
善
悪
の
判
断
は
小
さ
い
頃
か

ら
の
家
庭
で
の
し
つ
け
―
・親
の
正

し
い
生
き
様
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
学
ん
で
い
く
こ
と
か
ら
身
に
つ
い

て
い
く
も
の
で
す
が
、補
導
や
逮
捕

に
至
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
お
父
さ
ん
。

お
母
さ
ん
の
多
く
に
、悪
い
こ
と
を

注
意
し
な
い
と
い
う
無
責
任
さ
や
モ

ラ
ル
の
低
下
を
感
じ
ま
す
。

親
や
大
人
が
悪
い
こ
と
を
す
る
状

況
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
成

長
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。親
は

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
大
人
や
社
会
が
正

し
い
こ
と
を
認
識
し
、
一
体
と
な

っ

て
、地
域
や
社
会
全
体
で
青
少
年
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

各
ご
家
庭
で
は
、子
ど
も
さ
ん
と

対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
、心
の

ふ
れ
あ
い
に
よ
る
明
る
い
家
庭
づ
く

り
が
こ
れ
ら
の
問
題
の
最
大
の
解
決

策
に
な
る
こ
と
を
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
全
体
で
認
識
し
た
い
も
の
で
す
。

生活習慣病の主なものは、高血圧

症、糖尿病等ですが、いずれも食事の

影響が大です。摂取エネルギーが大き

かったり、味つけが濃いかったりする

とこれらの病気にかかりやすくなりま

す。味付けが濃いと食欲をそそり、食

事量が増え、カロリーの採りすぎにな

りやす く、なるべ く薄い味つけに心が

けましょう。また植物繊維には血糖値

を下げる効果があります。効果的に取

り入れましょう。今回は生活習慣病を

防ぐ食事を紹介します。

魚のホイル焼き (塩

□ 材料 (5人分 )

身魚 5切れ/じ や

1/2個 /生 しいた

白

少 /々ハ
｀`
ター小さじ1杯

一杯強/パセリ少々 /

ホイル

ねぎ・しいた↓

④焼きあがつたらパセ

モンの薄切りをのせて

ユ

がいも 中2個 /玉ね

け 5枚 /塩 こしょう

をし、マヨネース
゛
を

たけを重ね包む。

|し 焼きにする。

りのみじん切 り

出来上がり。
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けさちゃん、ゆみちやんの

生活習慣病(成人病)シリーズNo.1

イ

ラ

ス

↑．小
■

ポ イ ン ト
レモンをたつぷりしぼつて食べる
とおいしくいただけます。

栄  養  量
エネルギー

たん白質

鉄分

脂質

糖質

カルシウム

1 3 1 kcal

12.89
0.9m9
5.39

10.4g
24mg

調理時間 価  格

約 10分 300円

1司
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前
町
長
　
瀬
井
浪
夫
さ
ん

園
遊
会
に
招
待
さ
れ
る

差
別

の
な

い
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り

町同推協の総会を開催

差
別
の
根
絶
の
た
め
に
　
み
ん
な
で
心
と
力
を
合
わ
せ
ま
し
よ
う

な
る
よ
う
努
め
る
。

社
会
教
育
部
会

事
業
所

。
地
域

・
各
種
団
体
で
の
中
心
的
な
リ
ー

‐ダ
ー
を
積
極

成
し
、
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

■
学
校
部
会

長
期
展
望
に
た
っ
た
取
り
組
み
を
明
確
に
し
、
学
校
。Ｐ

し
た
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

春
の
園
遊
会
に
前

さ
ん
が
招
・待
さ
れ

い
ま
し

に
注
意
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
園
遊
会
の
四
・五
日
前
に

風
邪
を
引
き
、点
滴
を
打
ち
な
が
ら
、

会
の
前
日
に
東
京
へ
と
行
き
ま
し
た
。

当
日
は
、生
憎
の
雨
の
中
で
し
た
が
、

廻

っ
て
こ
ら
れ
る
こ

ろ
に
は
、傘
は
差
さ
な
く
て
も
い
い

く
ら
い
に
な
り
、私
の
前
に
来
ら
れ

名
札
を
見
ら
れ
て
、
（熊
本
県
前
高
森

町
長
と
記
載
）
「阿
蘇
か
ら
で
す
か
遠
い

と
こ
ろ
お
疲
れ
で
し
た
ね
。
」
の
言
葉

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に

「南
阿
蘇
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
ね
。
」な
ど
言
わ
れ
た
よ

う
で
し
た
が
、緊
張
と
雨
音
の
た
め

は
っ
き
り
は
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
町
長
と
し
て
は
、
二
期
で
し
た

が
そ
の
間
に
町
民
の
皆
様
の
ご
支
持

に
よ
り
南
阿
蘇
鉄
道
を
開
業
で
き
た

か
ら
こ
そ
、
ご
招
待
を
受
け
た
も
の

と
町
民
の
皆
様

に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

「私
の

一
生
の
宝
で
す
。
」
と
招
待
状

を
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

を
中
心
と

晏
芙
一ヽ
〓
●
盪
ヽ
一ざ

」ヽ０
●
∽
』ユ
ざ
ヨ

つ
ヽ

「
ノ

ご

斃

熊
本
県
警
察

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
で
は
、
次
の
要
領
で
警
察

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
警
察
官
Ｂ

□
受
験
資
格
　
昭
和
４５
年
４
月
２
日

～
昭
和
５５
年
４
月
１
日
生
の
男
子
で
、

警
察
官
Ａ

（４
年
生
大
学
卒
及
び
見

込
み
の
者
）
の
受
験
資
格
者
以
外
の

者□
試

験

日
　
１０
月
‐２
日

（日
）

（本
県
以
外
、
警
視
庁
、
大
阪
府
警
な

ど
９
都
府
県
も
同
時
受
験
可
）

▼
婦
人
警
察
官

□
受
験
資
格
　
昭
和
４５
年
４
月
２
日

～
昭
和
５５
年
４
月
１
日
生
の
女
子

□
試

験

日
　
０
月
‐２
日

（日
）

▼
警
察
事
務

□
受
験
資
格
　
昭
和
５１
年
４
月
２
日

～
昭
和
５５
年
４
月
１
日
生
の
者

□
試

験

日
　
９
月
２８
日

（日
）

試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
や

試
験
地
な
ど
、
詳
し
い
内
容
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
〒
８
６
９

・
１
６

阿
蘇
郡
高
森
町
大
字
高
森
１
４
３
２

高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

内
線
２
１
１

・
２
１
２
番
ま
で
。

院外処方せんの発行のお知らせ

厚生省のすすめる「医薬分業」が全国的に広

まって まい りました。医療機関が発行する「院

外処方せん」を最寄 りの保健調剤薬局にお持ち

にな り、薬剤師によって薬を調剤、説明などを

受ける理想的な制度です。高森地区では地元の

医師会、歯科医師会、薬剤師会が協力 して「医

業分業」をすすめることになりました。皆様方

のご理解、ご協力をいただきながら、徐々に実

施させていただきたいと存じます。

●高森町医師会

●高森町歯科医師会

●高森町薬剤師会

なお、詳しくは南阿蘇調剤薬局がNTT高 森

営業所跡に出来ましたのでご相談 ください。

TEL0 96 7 6-2-3636

六
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
九

年
度
の
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
平
成
八
年
度
の
事
業
実
績
報
告
と
会
計
決
算
報
告
が
あ
り
、
ま
た

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
協
議
会
で
は
、
行
政
部
会
と
社
会
教
育
部
会
、
学
校
教
育
部
会
の
三

部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
、
部
落
差
別
の
解
消
と
人
権
の
確
立
を
目
的
と
し
て
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
人
権
を
み
ん
な
で
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
部
落
差
別
を
は
じ
め

と
し
た
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
明
る
い
町
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
は
人
の
心
の
悩
み
や
痛
み
を
知
る
優
し
さ
と
助

け
合
う
気
持
ち
を
持
ち
、
人
ご
と
で
は
な
く
自
分
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
な

が
ら
、
行
政
、
教
育
、
企
業
、
各
種
団
体
な
ど
町
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
と
町
民

の
皆
さ
ん

一
体
と
な

っ
て
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
楽
し
い
夏
休
み
が
始
ま
つ
て
か
ら
二
十
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

各
ご
家
庭
で
は
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に
正
し
い
生
活
に
つ
い
て
の
助
言
や
指
導
を
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
今

一
度
次
の
要
点
を
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど
も
さ
ん
と
話
し
合

っ
て
み

ま
し
よ
う
。

◆
規
則
正
し
い
生
活
。
　

◆
子
ど
も
が
で
き
る
こ
と
の
お
手
伝
い
。

◆
親
と

一
緒
に
な

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
地
域
活
動

へ
の
参
加
。

◆
出
か
け
る
時
は
学
校
が
定
め
た
時
間
帯
を
守
り
、
行
き
先
を
必
ず
伝
え

る
。
　

◆
プ
ー
ル
な
ど
で
の
水
の
事
故
、
花
火
な
ど
で
の
火
の
事
故
、
そ

し
て
、
自
転
車
な
ど
で
の
交
通
事
故
に
注
意
す
る
。

子
ど
も
は
ま
さ
し
く

「ま
ち
の
宝
」
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
健
や
か
な
心
に
よ
る
認
め
合
い
、
助

け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
町
で
は
、
ま
ち
の
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
心
身
共
に
健
や
か
に
育
む

た
め
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ま
ち
の
あ
ら
ゆ
る
分
弩
と
私
た
ち
大
人

一

人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
全
て

の
子
ど
も
の
育
成
に
も
関
わ
る
こ
と
の
責
任
を
認
識

し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
行
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。

六
月
二
十
五
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
本
年
度

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
皆
様
の
ご
家
庭

一
世
帯
あ
た

り
百
円
の
会
費
な
ど
百
五
十
九
万
七
千
八
百
八
十
八

円
の
収
入
が
あ
り
、　
一
日

一
汗
運
動
や
各
支
部
活
動

助
成
金
な
ど
に
九
十
九
万
五
千
六
十
七
円
を
支
出
し

た
活
動
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
高
森
署
生
活
安
全
係
の
田
崎
係
長
か

ら
次
の
と
お
り
青
少
年
に
よ
る
犯
罪
の
現
状
の
説
明

が
あ
り
、
こ
こ
で
も
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
う
っ
た

え
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●●

●  ●

まちの子 どもたちの健やかな成長を願って

青少年育成町民会議総会を開催

�い夏の馴来楽しい夏を快適に過ごしましよう
日本では毎年多くの人が、水におぼれて死んだり行方不明になつています。溺水事

故は事故が発生した際に、付近にいてすくい上げたりした人々が、水難(溺水)救助の

初歩的訓練を受けていたら、このうち多くの生命が助かつたであろうと思われます。

Fami I y
Moral

Educat i on
:さ あ、君は服を着たまま水に落ちたらどうする?   じやあ、おぼれている人を見つけたときは     :
:                                どうしたらいいの?         !

:①絶対あわててはダメ|               とにかく近くにいる大人の人を呼ぶこと      |
:②頭を上げたまま、背浮きでゆっくりと浮いているこ 絶対飛び込んで助けたらダメだよ!        :
: と余裕があったら靴を脱ぐ            友だちと2人と一緒だったら一人は近くの大人を呼び

:

:③浮き具を確保する                にいってもう一人はおぼれた人を見ておくんだ  :
: 学校帰 りだったらランドセルを使ぅ          もし近くにものがあった場合には、長い棒があった

:

: 何 も持っていなかったら着ている服を使ぅ      ら差し出して上げる。空のペットボ トルがあった場合 |

|                          は、おぼれている人の所へ投げてあげる      :

な お、当消防本部では、定期的に救急救命講習会を実施 してい ます。              i
:こ の機会に是非、 あなた も受講 しませんか 1 阿蘇 広 域 行政 消 防 本 部 南部 分 署  丁EL 2-9034:

☆
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
子
ど
も

に
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、

適
正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（４

☆
時
間
は
短
く
て
も
、
子
ど
も
と
の
　
は

対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

育

む

た

め

に

子
ど
も
た

ば

ら

し

い

と

身

体

を

(9)
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各部会の重点目標
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家 庭 教 育
消防なんでも南部分署

り消



情
報

の
収
集
と
伝
達

・支
援
協
力

・救
急
医
療
な
ど
で

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
欠
か
せ
な

い
そ
の
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る

を
は
じ
め
と
し
て
四
十
二
名
。
日
々

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も

趣
味
の
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
を
生
か
し

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
精
神
に
よ
り
、
災

害
発
生
時
に
は
情
報
の
収
集
と
公
的

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
情
報
の
伝
達

を
行

っ
て
地
域
社
会
の
安
定
に
貢
献

し
よ
う
と
、
昭
和
六
十

一
年
に
発
足

し
た
も
の
で
す
。
（三
名
の
尊
い
生
命
が
失

わ
れ
た
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
日
の
災
害
で
は
、

通
信
が
途
絶
し
た
芹
口
地
区
の
災
害
現
場
に
出

動
し
、
消
防
暑
、
消
防
団
の
復
旧

・捜
索
現
場

か
ら
、
町
の
災
害
対
策
本
部
と
の
通
信
・情
報

伝
達
に
貢
献
）

こ
の
日
の
総
会
で
は
、
災
害
発
生

時
の
対
応
策
や
行
政
、
警
察
、
消
防

機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
具
体
的
な

活
動
方
法
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

矢
野
中
隊
長
は
「昨
年
は
町
防
災
計

画
の
協
力
機
関
に
加
え
て
い
た
だ
き
、

本
年
は
高
森
警
察
署
か
ら
正
式
に
協

力
と
連
携
へ
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

隊
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。」

と
話
さ
れ
、今
後
も
訓
練
（電
波
の
伝

搬
テ
ス
ト
な
ど
）を
続
け
、災
害
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
と
隊
員
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ

と
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

隊
　
］員
　
募
　
集

■
連
絡
先
　
熊
本
県
無
線
救
護
隊

南
阿
蘇
中
隊
事
務
局
　
野
尻
勝
秀

Ｔｅ
２

・
２

０

２

７
　

（夜
間
の
み
）

信
が
あ
る
か
な
い
か
。
自
分
の
表

現
が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
。
ま

ず
は
と
も
あ
れ
出
会

い
の
場
を
増

や
す

こ
と
で
あ
り
、
本
人
自
身
が

結
婚
し
た

い
と
の
意
志
を
持

つ
こ

と
で
あ
る
。
今
日
か
ら
で
も
出
会

い
を
求
め
て
積
極
的
に
交
流
を
―

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

ま
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ

日
赤
熊
本
奉
仕
団

熊
本
県
無
線
救
護
隊

南
阿
蘇
中
隊
総
会

″

防

ｍ
ソ

七
月
九
日
、林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
高
森
町
担
い
手
育
成
強
化
研
修
　
　
仕

会
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
、　
エ
ッ
　
　
ま

セ
イ
ス
ト
の
荒
谷
慈

‐^‐‐あ
ら
や
め
ぐ
一　
欲

み
）さ
ん

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝増

行
政
、
消
防
、
警
察
な
ど
、
災
害

へ
の
対
応
は
公
的
機
関
が
万
全
の
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
阪

神
大
震
災
で
の
教
訓
が
示
す
と
お
り
、

想
定
を
越
え
る
被
害
の
発
生
や
、
本

町
の
様
に
町
の
面
積
が
広
範
囲
に
わ

た
る
場
合
な
ど
に
は
、
地
域
や
団
体

な
ど
公
的
機
関
以
外
の
協
力
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
町
防
災
計
画
で
は
行
政
、

警
察
、
消
防
暑
、
消
防
団
な
ど
の
公

的
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
郵
政
、
婦
人

会
、
運
輸
関
係
、
電
気
電
力

・通
信
関

係
、
医
療
機
関
、
農
協
、
商
工
関
係

機
関
の
協
力
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
協

力
を
得
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

一

つ
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
日
赤
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ

「南
阿
蘇
無
線

救
護
隊
」活
動
が
こ
の
町
防
災
計
画
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
（本
誌
昨
年
六
月

号
で
既
報
）、七
月
十

一
日
に
同
隊
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
同
隊
隊
員
は
も
ち
ろ
ん
、

町
と
高
森
警
察
署
の
防
災
、
災
害
対

応
の
担
当
係
も
出
席
し
、
実
際
の
災

害
発
生
を
具
体
的
に
想
定
し
て
、
対

応
策
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
隊
の
隊
員
は
矢
野
貴
政
中
隊
長

男
性
独
身
者
を
対
象
の
中
心
と

し
て
、
い
か
に
魅
力
を
出
す
か
…

も
て
る
ポ
イ
ン
ト
等
の
講
演
が
あ

・ま
し
た
ｃ

最
近
の
女
性
観
は
、
結
婚
よ
り

事
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

、
結
婚
願
望
が
強

い
。
ま
し
て
、

張
り
で
あ
る
た
め
に
、
結
婚
も

産
も
仕
事
も
続
け
た

い
女
性
が

え
て
き
た
。
も
て
る
条
件
は
自

講師の荒谷慈さん

数多くの恋愛や結婚を

テーマ と した著書を発

刊。また、農業普及協会

に「花ムコ学校」「花ムコ

新聞」「女心がわからな

い」などを連載。現在、イ

ンターネ ッ ト上で「花ム

コ課外講座」等を連載公

開中

族

故
追

石
賞

下
受

賞

●

●  ●

農
業
農
村
交
流
事
業
９
月
２０
日
～
２３
日
　
独
身
男
性
参
加
者
募
集

・
詳
し
く
は
農
林
振
興
課
ヘ

ま
ち
の
農
業
振
興
に
貢
献

」理
本
年
三
月
十
四
日
に
ご
逝
去
さ

れ
た
故
岩
下
励
氏
に
、
生
前
の
農

業
振
興
や
町
の
発
展
の
た
め
に
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
遺
族
追
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

故
岩
下
働
氏
は
昭
和
三
十
八
年

氏
　
に
色
見
農
協
長
、
そ
の
後
高
森

・

働

草
部

・
色
見
の
三
農
協
合
併
に
尽

下

力
、
昭
和
四
十

一
年
か
ら
五
十
年

岩

ま
で
三
期
九
年
間
高
森
農
協
長
の

故

要
職
を
努
め
ら
れ
、
高
森
の
農
業

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
昭

和
五
十
八
年
二
月
ま
で
二
期
八
年

に
渡
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
農

業
の
振
興
は
も
と
よ
り
南
阿
蘇
国

民
休
暇
村
の
開
業
に
向
け
て
の
用

地
交
渉
等
の
観
光
開
発
に
も
尽
力

さ
れ
産
業

・
観
光

一
体
と
な

っ
た

ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
孟
蘭
盆
の
八
月
十
三
日
か
　
の

ら
十
四
日
に
か
け
て
、台
風
十
二
号
　
に

が
本
町
を
襲
い
ま
し
た
。

昨
年
の
こ
の
二
日
間
の
雨
量
は
百

三
十
ミ
リ
で
し
た
が
、雨
よ
り
も
風

に
よ
る
爪
痕
を
残
し
、大
字
菅
山
の

町
道
取
首
・水
湛
線
の
一
部
が
崩
壊

し
た
他
、野
尻
地
区
で
は
民
家
の
瓦

が
強
風
で
飛
ば
さ
れ
た
り
、同
地
区

の
停
電
事
故
や
町
内
全
域
に
わ
た
っ

て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
倒
壊
や
ト
ウ
モ

ロ
ヒ
シ
な
ど
農
作
物
に
も
被
害
が
及

び
ま
し
た
。

今
年
も
七
月
六
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
長
雨
で
、本

町
で
は
六
百
二
十
ミ
リ
に
も
達
す
る

雨
量
を
記
録
し
（阿
蘇
山
や
俵
山
で

は
千
二
百
ミ
リ
に
も
達
し
た
）
一
部

に
田
畑
や
道
の
崩
壊
が
あ
り
ま
し
た

が
、幸
い
な
こ
と
に
大
き
な
災
害
は

免
れ
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
梅
雨
前
線
は
、鹿
児

島
県
出
水
市
や
水
俣
市
な
ど
で
大
き

な
土
石
流
災
害
を
発
生
さ
せ
、た
く

さ
ん
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
時
は
過
ぎ
た
も
の
の
近
年
の

異
常
気
象
か
ら
、
い
つ
ま
た
大
き
な

災
害
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
台
風
や
降
雨
災
害
に

気
を
つ
け
て
、天
気
予
報
に
充
分
注

意
し
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
て

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

ｒ
■

“
属

氏

長男幹男さんへ九州農政局より授与
(11)

こ ん に ち は !

高 森 町 担 当 (林業改良指導員 )

古

'Iiで

す(担当2年目ですよろしくおねがい

がいます。森林法第 18
7条でその配置が決めら

れており、通称「普及員」とか「Ag(エージ)」 と

呼ばれています。森林・林業の様々な情報を、

地域の人たちに的確に、わかりやす く伝えた

り、林業関係者をつなぐ地域のまとめ役をつ

とめることなどが仕事です。

森林所有者、森林組合、素材生産業者、製

材・加工・流通業者など、林業に関わる全ての

人たちに、森林・林業の新しい技術や情報、地

域全体で林業の活性化が図られるよう次のよ

うなお手伝いをします。

・地域ぐるみの林業を応援します。

・新しい事業を応援します。

・林業経営についてア ドバイスします。
・公的融資、補助事業を紹介します。

・様々な林業研修制度を紹介します。

・林業研究グループを援助します。

・林業労働の安全性の向上を目指します。

ほかにも、森林ボランティア活動をサポー

トしたり、森林・林業イベントを開催してい

ます。

現在、阿蘇管内には 11名 の指導員がお り、

県事務所林務課に所属しています。

地域の林業振興にお役に立ちたいと日々頑

張っていますので、間い合わせや現地での技

術指導などお気軽にご相談下さい。

県阿蘇事務所林務課

0967-22-1111

します)

林業改良指導員とは…

各町村 (あ るいは森林

組合)ご とに、「林業改良

指導員」という県の職員

『出
会
い
に
欲
張
り
な
人
間

ほ
ど
魅
力
的
■
一

一一、感」
一
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崖月景
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